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1. 背景と目的 
景観は，昔から芸術や建築など様々な分野で

議論がなされており関心は高い．また，人々は

良好な景観というものに価値を見出し，求めて

きた．景観の良否は，場所に依存するだけでな

く，時間帯や季節によって大きく変化する．そ

こで，本研究は同一地点の景観画像を定量的に

評価することを試みる．定点 Web カメラで得ら

れる時系列画像をもとに，個々の日時の画像に

ついて，その良否を定量的に評価する． 

 

2. 関連研究 
 景観において，人はそれぞれの着眼点や表現

に用いる語彙が多様であるため，定量的な評価

は難しい．そこで古賀ら[1]は，キャプション評

価法と呼ばれる方法を提案した．それは，任意

の景観画像について，何がという「要素」，ど

んなところかという「特徴」，どう感じられる

かという「印象」に分解し，良いか悪いかとい

う「判断」をする手法である．これにより景観

の各要素間の関係や評価構造を明確化した．し

かしながら，この方法は，評価者の主観により

同じ対象物であっても，良し悪しの評価が分か

れる．そのため定量的で可用性のある評価が難

しい． 

 

3. 光学的要素分解による景観評価 
先行研究の内容と，本研究の研究方針と内容

を述べる． 

 

3.1 先行研究における物理要素の分解 

景観画像はいくつかの物理要素により構成さ

れる．直射光・天空光・影・奥行き等である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊藤[2]は景観画像の物理要素のうち，奥行き，

地上と空を分けるマスク画像，青空・暗い雲・

明るい雲の要素の分解を行った．これらを用い

て地上領域と空領域の評価項目を設定した． 

 

3.2 本研究における物理要素の分解 

景観画像中の新たな物理要素の分解として， 

影マップと天空光・直射光成分の分解を行った．

影成分の分解は，入力画像の注目画素について

全フレームを通した画素値に主成分分析を適用

し，新たに得られる特徴量を k-means++法により

2 クラスタに分類することで影内と影外を判定す

る．天空光・直射光成分の分解は Sunkavalliら[3]

の手法を用いて分解した． 

 

3.3 本研究の評価の方針 

景観の評価を行うために，物理要素の量を評

価指針に用いる．要素の量を用いて定義した

「評価項目」というものを全ての物理要素毎に

設定し，定量的な評価を行う．ところで，景観

に対する評価とは，大衆が一般的に持つ評価と，

個人がそれぞれ有する感覚や感情により差異が

ある評価という 2 つの面がある．そのため，

各々の評価項目で定義される評価値を用いて，

ある景観の評価をするためには，大衆が持つ一

般的な評価を下す評価と，各々のユーザの感覚

に最も近い評価を行う 2 つの評価項目統合方法

の設定を提案する．図 1 に本研究の流れを示す． 

 

 図 1  提案手法の概要 
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3.4 評価項目の統合 

まず，大衆向けの評価を行う方法について述

べる．一般に大衆のもつ感覚と，各評価項目の

評価値との因果関係を調べる必要がある．そこ

で，重回帰分析を用いる．次に重回帰式(1)を示

す． 

cvvvV  332211    …(1) 

V は従属変数．v は説明変数，すなわち各評価

項目の評価値である．α は係数で，c は定数であ

る．従属変数 V はユーザ実験により収集する．

サンプルとしていくつかの景観画像を被験者ユ

ーザに示し，5 段階評価で点数をつける．これら

のサンプルデータを従属変数 V として用いる．

この時の景観画像から得られる評価項目の評価

値を説明変数 vとして用いる． 

次にユーザ個別に応じた評価の方法について

述べる．ユーザが任意に評価項目を選択し，そ

の項目の優先度と評価値の程度を自由に設定し，

最もその入力に合う景観画像を出力する．ない

し，それぞれの物理要素を合成し，出力する． 

 

4.  追加した評価項目 
 先行研究[2]では評価項目の定義に，分解した

物理要素のうちの一部のみしか使用していない．

元の景観画像を十分に評価するためには，分解

した物理要素全てを用いる必要がある．追加し

た評価項目を次に述べる． 

 

4.1 陽当たりの良さによる評価 

 分解した物理要素の内の影成分を用いて，地

上領域の陽当たりの良さを評価する．定義式(2)

を次に示す． 
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 Nsunshine_ground は地上領域における日向の画素数

で，Ngroundは地上領域の画素数である． 

 

4.2 日差しの強さによる評価 

 天空光・直射光成分を用いて日差しの強さに

よる評価をする．定義式(3)を次に示す． 
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 Sunlight(x)は画素 x における直射光成分で，

Skylight(x)は画素 x における天空光成分である．

画像中の直射光成分が多ければ，その景観画像

は日差しが強いことが言える． 

 

4.3かすみ具合の評価 

 本研究で用いている景観画像は地上と水平に

撮影されている．そのため，画像の横列に映っ

ている物体はカメラからほぼ等距離と言える．

また，遠方の物体は空気中のかすみによりコン

トラストが低下して見えると思われる．そこで，

景観画像の横一列ごとに輝度値の分散を調べ，

そこへカメラからの離れ具合を重みとして，次

の式(4)を定義する． 
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 height は画像の縦の画素数．var(h)は画像の縦

の画素が上から h 番目の段における輝度値の分

散を表す．分母は，評価対象の画像全ての中で

最も大きい値を取得する．これにより[0.0,1.0]の

正規表現となる． 

 

5.  実装状況 
 景観の定量的評価は評価項目の定義式でなさ

れており，その定義式は景観画像中の物理要素

の量を用いている．そのため，物理要素の分解

が正確に行われていないと評価そのものが不確

かなものになってしまう．現在，影成分の分解

と天空光・直射光成分の分解が不十分となって

おり，その原因を探っている．  

 

6.  おわりに 
 本研究では固定カメラで撮影された景観画像

の定量的評価の手法を提案した．先行研究でな

されなかった部分を補うことを目指した．今後

は，評価項目の統合により得られる景観の評価

値が実際の人間の感覚や，期待したものと相関

があるかどうかの検証を行いたい． 
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